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～模型を通して理解を深めよう～
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いわき市の河川と小学校立地図（６５校）、おわりに 裏紙

このたび、令和4年2月に発行した冊子「川の水質調査」に続いて、冊子「流域と水防

災」を発行する運びとなりました。

福島県いわき市では令和元年に続いて令和5年にも甚大な洪水の被害に見舞われる

など、これまでにあまり類を見ない降雨現象を経験しました。今後もこのような異常気象

に備えた行動が必要な時代を迎えています。

当NPOでは、これまでジュニア向けの水環境・水生生物学習の支援を行ってきましたが、

加えて川の洪水に備えた水防災学習の支援にも関わるようになりました。 川や流域の

構造や特性、川と私たちの生活や地球の環境とのかかわり、洪水へのハード面やソフト

面の対策などについて、模型や実験・演習などを用いた学習を行っています。

本冊子は、水防災学習の中で実施している内容を中心に、指導教員の補助教材用とし

て整理してまとめたものです。学習の理解に役立つ基礎的な内容に加えて、さらに発展

的な学習への参考になるような内容についても触れてあるので、ぜひ活用してほしいと

考えています。











































6．洪水の対応 ～水害から身を守るために～
6-1 洪水時のマイ・タイムライン（自分自身の防災行動）

洪水は地震と異なり、数日前には自分の住んでいる地域での大雨情報が報道されます。しかし、突発的に大

雨、洪水警報が出ることもあります。そのためには、日頃から洪水発生時の避難準備をしておく必要があります。

具体的には、自ら（自分と家族）の避難場所、避難ルート、非常持出品、備蓄品（食料、水など）です。

大雨、洪水に対する対応は１日前、半日前、数時間前と災害発生に近づくほど、いわき市や地域からの情報に

注意し、必要な避難行動を起こす必要があります。

６－２ ハザードマップ（防災マップ）

災害から“自分の命、大切な人の命”を守るために、自宅や職場がある場所での

大雨・洪水や津波や土砂災害に係る情報はいわき市が作成、配布している地域

毎の「防災マップ」や「河川洪水ハザードマップ」に詳しく記載されています。

防災マップには、マップの他、災害について学びましょう！、気象情報・避難情報の

種類と取るべき行動、避難する時は避難時に注意することなども記載されています。

※23頁、２４頁に、より詳細な説明がありますので、参照してください。

6-３ 公助・互助・自助

災害に対する心構えの基本は「自ら（自分と家族）の命は自らが守

る」自助ですが、地域には、自ら行動することが困難な高齢者なども

住んでいます。そのような人たちも逃げ遅れがないように共助や公助

も必要です。

６－４ 防災意識啓発・防災教育の取組

実際に災害が発生した時に、必要な行動が取れるためには、事前の

教育・訓練が必要です。本講座での実験や体験により、災害発生の

原因、理論、怖さなどを理解し、防災や避難行動の重要さを知ること

です。さらに、自分たちで避難時に携帯するものをリストアップするなど

の体験をすることで身についた知識になります。

講座から得られた具体的な注意事項

・靴→動きやすいシューズを。できればひも付き。

(しっかり結ぶと泥や水の中で脱げにくいため)

・荷物→リュックサック ・雨天時→カッパ

・頭→ヘルメットや帽子(頭を守るため。)

・傘→つえの代わりになったり、足元を探ったり安全を確かめるのに

も使えます。

・長靴はバケツに、ごみ袋はカッパやリュックカバーに変身可能なので便利です。

体験講座の子どもたちから「非常用持ち出しには何を入れたらいいのか？なにが必要なのか？を家族で話し

合いをします。」と力強い言葉が出たこと。また、わが家の避難場所を周知していたこと、これは学校での防災

学習の賜物と、とても嬉しく思いました。

『守る』命・生活、共通項に水があります。私たちもいきものです。水がなければ生きていけません。万が一に備

えてどのくらい、何に？どう必要か？を話し合いを持ち考える時間が大切です。

◇花粉症にとってティッシュはかかせないアイテムです。水に流せるティッシュもありますが、ご家庭では「流さな

いでください」の注意書きがあるものの使用頻度が高いのではと思います。例えばトイレットペーパーなら、鼻を

かむ・汚れを取るにも使えます。

◇情報を受け取るためにスマホ・ラジオが必要ですが、バッテリーの補充はどうすれば良いでしょうか？ 手回し

&ソーラーバッテリーは太陽の光がある時は自然の力を借り、不足した時は人力で満タンにでききます。また手

回し多機能防災用は懐中電灯・ラジオ・バッテリーになります。

非常持出品のリストアップ



いわき市から配布されているハザードマップの概要と活用

いわき市から配布されているハザードマップは、「いわき市防災マップ」と「河川洪水ハザードマップ」があります。

◇防災マップは、津波ハザードマップや河川洪水ハザードマップのほか、土砂災害警戒区域に関する情報などを地区ごとに

まとめたものです。

◇河川洪水ハザードマップは、福島県が作成した洪水浸水想定区域図に基づき、洪水・浸水の範囲や深さの予想と避難場

所などを表示した「マップ」と平時に確認や準備しておくことなどを記載した「情報」をまとめたものです。

これらのマップや情報は身近に発生する水災害などについての概要、基礎知識です。しかし、重要なことは、一般論でなく、

自分と家族に対する具体的な災害への対応方法（マイ・タイムライン）です。地域によって発生する災害の種類、程度は大きく

異なります。そのため、いわき市が配布する災害マップや洪水ハザードマップは多数に区分されています。

各地区特有の災害に対応した避難計画（マイ・タイムライン）を事前に作成し、台風などの災害発生情報が発令されれば、

マイ・タイムラインに沿った対応を行うことで、被害を最小限に低減できます。是非、マイ・タイムラインを作成し、災害に備えてく

ださい。

１．災害リスクの確認
２．非常持出品
３．情報入手方法を知る

災害について学びましょう！
（洪水、土砂災害、地震・津波）
気象情報・避難情報の種類
と取るべき行動
（大雨の場合、津波の場合） 避難をする時は

・立退き避難（水平避難）
・垂直避難
避難時に注意すること
災害用伝言サービス

防災マップ（小名浜地区）

防災マップ・凡例

防災マップ・凡例

指定避難場所
指定避難所
福祉避難所
公共・防災関係施設
河川水位計
河川洪水浸水想定区域の解析起点
冠水危険箇所
土砂災害警戒区域
浸水深の目安
家屋倒壊等氾濫想定区域
洪水浸水実績区域

中心部拡大地図

防災マップ：市内を１３地域に区分、地域毎に「表紙・学習面」と「地図面」が記載されている

いわき市防災マップは各地域の河川洪水浸水想定、津波浸水想定、土砂災害警戒区域などの情報が記載されています。

河川洪水浸水想定は、最大規模（１０００年に一度程度）の大雨により、河川堤防が決壊し、氾濫した場合の浸水想定で

す。しかし、最近の異常気象は過去からの想定を超えたものが頻発しており、この防災マップ情報以上の災害が発生する

可能性があるとして、準備、対策をする必要がありそうです。

いわき市防災マップによる災害発生場所は市民の多くが居住する市街地は河川の周囲に存在するため、その大半は洪

水浸水範囲になっています。

したがって、いわき市民にとっては、土砂災害や地震津波災害も含めると、これらの災害への対応は不可欠ともいえます。

これを機会に、いわき市が配布している「防災マップ」と「河川洪水ハザードマップ」の情報をベースに、今後発生する災

害の事前準備、心構えを行うことで、被害を少なくしましょう。

参考資料



河川洪水ハザードマップ
市内を１９水系に区分、必要な情報、事前確認項目が記載されている

この地図には、家屋倒壊等はん濫想定区域、洪水浸水実績
区域、浸水深の目安［０．５ｍ未満（床下浸水）～１０ｍ以上］

も記載されています

この地図には、指定避難場所、指定避難所、福祉避難所、
公共・防災関係施設、河川水位計、河川洪水浸水想定区域
の解析起点、冠水危険箇所、土砂災害警戒区域が記載

情報の収集に努め
早めの避難を心がけましょう！

水防信号（第１信号～第４信号）

河川の水位と避難するタイミング
（レベル１～レベル５）

大雨（台風）対応
マイ・タイムライン

平時、台風発生～河川氾濫発生
での「あなたの行動」、「事前の
確認」について、行うべき具体
的な項目をリストアップされて
いますので、抜けのない事前
確認と避難行動ができます

避難行動判定フロー

事前に、確認することで
あなたがとるべき避難行動
が明確になり、災害発生時に
的確な避難がしやすくなる福島県が作成した洪水浸水想

定区域図に基づき、洪水・浸水
範囲や深さの予想と避難場所
などを表示したものです

大雨(台風）対応マイ・タイムラインについて

この資料は、各段階での必要な確認すべき項目がリストアップさ

れています。例えば、「台風への対策をする」では、飛ばされそうな

物の片付け、窓の施錠の確認、携帯電話の充電があります。また、

避難の準備では、避難経路の確認となっています。

家族で決めた避難場所は？では、第1候補から第3候補まで記

入するようになっています。

非常持出品の準備は大丈夫？では、食料・飲料水、ライト、保険証

などの定番品から、自分たち特有の品物を記入するようになって

います。

家族全員で、このマイ・タイムラインの各項目を議論しながら、

チェックリストに記入することで、事前の準備になります。家族で協

議して決めた結果をコピーし、各自保管することで、急な災害発生

に対しても安心して対応できます。非常持出品については、賞味期

限があるので、定期的に確認しましょう。

また、季節によって準備する物も異なります。季節毎の非常持出

品リストを作るのも良いと思います。

是非、家族で話し合い、マイ・タイムラインを作成しましょう。

草野小

平六小

平四小

平二小
平一小

平三小

平五小

御厩小

郷ヶ丘小

高坂小

内町小

宮小

好間一小



台風19 号（令和元年東日本台風）は、10月13日未明に福島県を通過しました。

いわき市でも夏井川とその支川流域で猛烈な降水があり、多くの箇所で氾濫が発生し、甚大な被害を受

けました。本市では初めての大雨特別警報が発表され、暴風を伴う記録的な大雨となりました。夏井川水

系の決壊により、平窪地区、赤井地区をはじめ、小川地区、好間地区など、広範囲にわたって床上浸水や

土砂災害などに伴う住家被害が多数発生しました。

夏井川水系で見ると、本川沿いでは、240mmを超え、特に好間川上流部の三和地区では、総雨量が

448mmを観測しました。また、雨の強さを見ると、1時間に25mmを超える降雨が、6時間も続きました。

この台風によるいわき市での被害は、死者が14名（関連死含む）、住宅被害は床上浸水4，034棟、

床下浸水951棟、河川の決壊197カ所でした。

いわき地区の水災害記録（令和元年東日本台風）

20～３０ｍｍの雨量：強い雨、土砂降り、３０～５０ｍｍの雨量：激しい雨、バケツをひっくり返したような雨

夏井川・好間川
洪水状況

台風19 号によるいわき地区での洪水状況

雨量２5ｍｍ



令和3年（2023年）9月の豪雨災害について

（写真１） 9月9日AM7時頃、宮町 （写真２） 国宝白水阿弥陀堂の浸水

9月8日台風１３号から変わった熱帯低気圧の影響で、県内では初めてとなる線状降水帯による局地的

な豪雨があり、187mmの降雨量が記録されました（平観測所）。特に、いわき市内郷地区を流れる新川

本川沿いの白水町（国宝の白水阿弥陀堂も浸水）や新川支川の宮川では、内水氾濫や川からの溢水な

どの影響で、床上浸水するなど、大きな被害に見舞われました。

いわき市では８日午後１０時までの１２時間に、平年の９月１カ月分の降水量に近い約１７５mmを記録す

る地域もあり、市内の９河川で越水があり、市内で床上浸水などが相次ました。

いわき市の災害報告では、死者1名、床上浸水895棟、床下浸水811棟、道路・橋りょうの被害は209

路線、308カ所、住宅被害（全壊～一部破損）は1，813棟でした。

内水氾濫とは、大量の雨に対して排水機能が追い付かず、処理しきれない雨水で土地や建物が
水に浸かってしまう現象のことです。浸水害とも呼ばれ、特に市街地などで発生する傾向にあります。

水害があった河川地図

写真２

白水阿弥陀堂

写真１

宮川

宮町

新川

日雨量（ｍｍ/日） １時間毎の雨量

雨量２5ｍｍ

９月８日

20～３０ｍｍの雨量：強い雨、土砂降り、３０～５０ｍｍの雨量：激しい雨、バケツをひっくり返したような雨



いわき市の河川と小学校立地図（６５校）

あなたの学校（ 印）はどこにありますか？
学校近くの川の名前は知っていますか？

あとがき
地球温暖化が進行する中で、その影響への適応が求められる時代を

迎えて、河川流域に暮らす私たちが、流域の特性を踏まえつつ、自らの

命や財産を守る行動を意識しながら、流域全体で対策を講じていくこと

が大切です。

私たちは、時として見舞われる洪水の脅威を理解したうえで、くらしや
地域の環境にもたらしてくれる恵みを将来にわたり享受できる川の環境
を守り育てていかなければなりません。
本冊子が、川の学習を通じて川の恩恵と脅威を理解し考え行動する子
どもたちの育成に微力ながら貢献できれば幸いです。
最後に、本冊子が公益財団法人河川財団の助成を受けての発行であ
ることを記して、河川財団に感謝いたします。
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